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研究の目的

文部科学省 の考えをふまえると，これか

らは誰とでも英語で話すことができるコミュニケ

ーション能力が必要だと考えられる。しかし，文

部科学省 によると，積極的に英語で自分の

考えを他者に話す能力を高めることが課題だと考

える。自分の考えを他者に話させるために，

に焦点を当てた。文部科学省 は，

について「あるテーマのもと，指導者

のまとまった話を聞いたり，ペアで自分の考えや

気持ちを伝え合ったりすること」と述べている。

教師が で手本を示し，児童が教師を

真似して話すことにより，話し方が身につき，自

分の考えを英語で伝える力を高めることができる

ようになると考える。

を取り入れた外国語科の授業を実践

することで，児童の自分の考えを英語で伝える力

を高めることができたかを，児童のワークシート

及び授業記録を基に明らかにする。

研究の計画

年 月 日に福岡県 小学校 年生を対

象に『 将来の夢を紹介しよう』

で授業実践を行った。これらの授業実践における

教師と児童，児童同士の談話記録を分析するとと

もに，ワークシートの分析を行う。

研究の内容

事前アンケート

年 月 日に福岡県 小学校６年生を対

象に外国語科の授業に関するアンケートを行った。

以下が，アンケートの結果である。

表１ アンケートの結果①
問① 英語で，友達と話したり聞いたりすること

は好きですか？あてはまる答えに〇をつけ
て下さい。

好き まあまあ
好き

普通 まあまあ
嫌い

嫌い

％ ％ ％ ４％ ％

表２ アンケートの結果②
問② 将来なりたい職業について誰と英語で話

したり聞いたりしてみたいと思いますか？
〇は何個つけてもいいです。

友達 家族 先生 その他
％ ％ ９％ ％

「まあまあ嫌い」「嫌い」と答えた児童の理由は

「むずいから」「英語が読めないから」等，英語を

話したり聞いたりすることに困難さを感じている

ものであった。また，「聞いたりするのは好きだけ

ど発表するのが苦手だから」と，皆の前で話すこ

とが恥ずかしいと思う児童もいた。これらの結果

を踏まえて，今回の授業は①自分の将来の夢を話

す練習時間を十分に確保すること，②全体の前で

話すのではなく，多くの友達とペアになって話す

こと，③将来の夢を友達に否定されないよう，友

達の将来の夢を聞いたら必ずポジティブな言葉を

かける，夢応援カードという，「 」

と書いてあるカードを渡すというルールを設定す

ること，の３点を工夫した。

授業実践

この授業は， で既習事項について確

認したあと，自分の将来の夢を多くの友達に英語

で伝え，将来の夢応援カードを集める授業であっ

た。将来の夢応援カードとは，将来の夢を聞く側

が，話す側の英語で話した割合に応じて渡す評価

カードである。英語で話せたのが半分以下だった

らオレンジのカード，半分以上英語で話せていた

ら銀のカード，全て英語で話せていたら金のカー

ドを渡す，というルールを設定した。ワークシー

，外国語科キーワード：
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トの児童の回答は表３，表４の通りである。

表３ ワークシートの結果①
① “ ～ ”“ ～ ”“
～ ”“ ～ ”を使って将来の夢とその理
由について紹介できましたか？
よく
できた

できた できな
かった

記入
なし

％ ％ ０％ ％

表４ ワークシートの結果②
② “ ？”を使って将来
の夢は何か，友達にたずねることはできました
か？
よく
できた

できた できな
かった

記入
なし

％ ％ ０％ ％

ワークシートの２つの項目とも，約 ％の児童

が「できた」「よくできた」と回答している。この

ような結果となった要因として２つ考える。１つ

目は， である。筆者と の

で将来の夢について話し合う手本を示した

後，授業で使用する英語表現を黒板に貼り，ジェ

スチャーやアイコンタクト，発音等，話すときの

ポイントを全体で確認した。 で手本を

示したことにより，児童は自主的に前時で使用し

たプリントを振り返り，既習事項を確認していた。

また，ワークシートのめあての欄にジェスチャー

やアイコンタクト等話す時に意識するポイントを

自分で考え記述することが ％できていた。

の内容は表５の通りである。

表５

２つ目は，将来の夢応援カードである。将来の

夢応援カードを作成したことで，児童はできるだ

け多く，友達から金のカードをもらおうとたくさ

んの友達と将来の夢について話し合っていた。表

６，７は児童同士の談話記録である。

表６ 児童同士の談話記録①

表７ 児童同士の談話記録②

はめあての欄に，「 を意識しなが

らお話する」と記述していた。そのため， は

と話す際にできるだけ原稿を見ず，相手の目を見

て英語で話していた。また， は始め，表５のよ

うに“ ”を話すことがで

きなかったが，友達に教えてもらったことで表６

のように話せるようになった。１は事前アンケー

トで英語が「まあまあ嫌い」と答えていた児童で

ある。１は授業のワークシートの「今日の授業の

感想を書きましょう。」の欄に「前よりもっと質問

が上手になったけど，まだできてないところがあ

るので，次頑張りたいです。」と記述している。ま

た，事前アンケートで英語が「嫌い」「まあまあ嫌

い」と回答していた児童の ％が今回の授業のワ

ークシートの項目①②について「よくできた」「で

きた」と回答している。

成果と課題

本研究の成果は２つある。１つ目は

を活用することである。 で教師が手本

を示すことにより，既習事項や，ジェスチャー，

アイコンタクト等，話す時のポイントについて確

認することができた。２つ目は，応援カードのよ

うな友達から評価される物を活用することである。

友達から評価されることで，分からないところを

友達から教えてもらったり，友達からより良い評

価を得られるよう，より多くの人と話したりする

ため，英語表現が定着できると考える。

課題は，児童同士の談話記録から，“ ”と“ ”

の違いなど，発音に対して指摘している児童を確

認することができなかったことである。このこと

から，発音指導にも重点を置いた指導過程につい

ても今後考えていきたい。
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